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アレッポ陥落―次はダマスカスだ！ 

………………………………………………………………………………………………………… 

メギドの谷より、シャローム！私の後ろでは、F-16 がラマダの空軍基地近くから離陸する

のが聞こえてきます。今、非常にたくさんの事が起こっています。今回、ライブメッセージ

をお伝えする理由は、つい先ほどシリアの最大都市アレッポが、ロシア・イラン・アサドに

よるシリア政権の手に墜ちたからです。 

 

今日はイスラエル空軍にとっては、F-35 の第一号機を受け取った喜ばしい日です。ここに

ある F-35は、アメリカ国外の空軍による入手は、ワケあってこれが初めてなのです。その

理由はまさに、今聞いたばかりのニュースそれ自体です。アレッポ陥落によって、これから

数時間のうちに全ての反政府軍の拠点は陥落します。そして、皆さんにお伝えしたいことは、

今後はダマスカスに注目が移行するということです。いつも私が言っている通り、ダマスカ

スに注目しておいてください。 

 

なぜなら、ダマスカスこそが、危険な武器がヒズボラに運ばれないようにするために、イス

ラエルが通常攻撃している場所だからです。私たちは当然、不正な者の手にそういった物が

渡ることを危惧するからです。理解すべきは、ロシアが現在シリア最大の都市をコントロー

ルしているということです。彼らは爆撃を繰り返し、やっとのことで獲物を手に入れたので

す。そして、反政府軍はこれ以上手を出せませんでした。先週、アレッポにある反政府軍の

拠点が 2つに分断されたのが、終わりの始まりでした。こうして、シリア最大都市アレッポ

は、ロシア・イラン・アサド政府軍の手に墜ちたのです。 

 

今、皆さんが理解しなければならないのは、これが世界の注目・反政府軍の注目を大きく移

行させることになり、ロシア、イラン、全員がダマスカスを確保しようとし始めます。そし

て、もしダマスカスで何かが起これば、それは何らかの形で聖書預言に影響することを意味

します。また、現在我々が目にしていることで、多くの人から聞かれるのが、 

「イスラエルは、外交的に国際舞台でこれほどの成功を収めているのに、なぜですか？」 

「イスラエルは、アラブ諸国とも、アフリカ諸国とも、ヨーロッパや南米の国々とも親しく

なっているのに？」 

「それがどうしてエゼキエル 38章とつながるのですか？」 

これらの質問に対しての私の答えは、 

「これこそが、エゼキエル 38章に書いてあることなのだ」ということです。 

 

イスラエルが強く、繁栄し、安全で、安心している時、すでに準備を整えている国々がイス

ラエルを攻撃するのです。しかし世界の他の国々は、それには関わりません。他の国々は批



判するのです。ですから、イスラエルが経済的、外交的、政治的に繁栄しているという事実

こそ、聖書預言の一部が成就しているのです。これがエゼキエル 38章に書かれているイス

ラエルの状態です（エゼキエル 38:8参照）。 

 

ということで、今回アップデートでお伝えしたかったのは、物事が面白い形でどんどんエス

カレートしていることを、皆さんにご理解いただくためでした。とても面白いのが、かつて

世界中が注目したパルミラ。ISISの支配から解放されたパルミラは、現在また ISISの支配

下に戻りました。ISIS のすごいところは、いったん自分達が押し出されたなら、彼らは砂

漠に行って再編成し、世界が目を逸らした一瞬を利用して、再攻撃します。それが古代都市

パルミラに起こっていることです。だから、ISIS もまだ終わっていません。イラク前線の

モスルは、終わりには程遠く、そして現在シリアは面白い展開が起こっています。 

 

繰り返します。シリア最大都市アレッポが先ほどロシア・イラン・シリア政府軍の手に墜ち

ました。彼らはこれまでになかった程、次に向けて再結成し、私が信じるエゼキエル戦争に

備えています。私の後ろにはメギドの谷が広がっています。また、F-16 がスクランブル発

進を繰り返しています。 

 

イスラエルの歴史の新しい章への突入に備えています。 

 

F-35も、-我々はこれを“Adir”と呼んでいます- 少し遅れていますが、まもなくイタリア

を離陸予定です。これまで外国の軍隊が購入したことのない F-35、最初の 2 機がもうすぐ

イスラエル空軍の手に入ります。これもまた、面白い動きとなるでしょう。 

 

うちの息子がここにいるので、ご挨拶させましょう。（男の子を抱き上げながら） 

「ハイって言ってごらん」「…」「ハイって言ってごらん」「…」（降ろしながら） 

 

ともかく、F-35 によって戦略的大優位に立つのも、それほど長くは続きません。なぜかと

いうと、F-35 のステルス機能は素晴らしいものですが、忘れてはならないのは数年前の事

です。イラン軍がステルスドローンを撃墜して、現在彼らはそれを分析中です。それでも今

現在、イスラエルはアメリカ合衆国以外で世界最先端の空軍を所有、我々は F-35を持つだ

けでなく、F-35 を完璧にするのです。我々はこの戦闘機に自身の武器システムやものすご

い戦闘機能を搭載して、さらにハイレベルに仕上げるのです。F-35 は相手がそれを見つけ

るはるか以前に標的を見つけることが可能で、見事な不意撃ちができるだけでなく、F-16や

他、我々がすでに持っている戦闘機のために、標的の抵抗力を弱めることもできます。一旦

対航空機システムが破壊されれば、さらに確実に攻撃することが出来るのです。ということ

で、これまでは見えなかったものが見えるだけでなく、感付かれることなくリードすること



ができるのです。これは我々にとっては大変な利益となり、私たちはとても嬉しく思ってい

ます。イスラエルは F-35を開発した 7か国の一つで、ヘルメットにもさまざまな仕様を施

しています。これは、これまでの歴史上すべての戦闘機の中でも最新のヘルメットで、今日

イスラエル南部でその受納式が行われます。 

 

さて、ニュースはアレッポ陥落についてでした。注目はダマスカスに移行します。目を開い

てください。聖書預言が明らかになりつつあります。 

イスラエル北部メギドの谷より、シャローム！ 

God bless you! 

I love you! 

中東情勢をさらにお伝えするのを楽しみにしています！さようなら！ 

 

このメッセージは BEHOLD ISRAEL のイスラエル在住メシアニックジューAmir Tsarfati 氏が公開した

メッセージを、アメリカ在住の日本人クリスチャン木下言波が翻訳して YOUTUBE やブログに上げたも

のを文字化したものです。リアルタイムで知りたい方は、BEHOLD ISRAEL（英語）、「DIVINE US」（日

本語）を検索してください。世界的なインターネット規制が始まろうとしています。私達はその日のため

に、文字にして紙に記録する必要を感じました。また、インターネットに不慣れな方や字幕を追って読む

のが困難な方のためにも必要があると主に迫られたと感じます。  

※インターネットのメッセージを、文章化するこの働きを始めた姉妹が、現在目を患って治療中です。ど

うか、りょくさんの為にも、お祈りください。 

 

「きょう、もし御声を聞くならば、あなたがたの心をかたくなにしてはならない。」へブル 4：7 

 

メッセージ by Amir Tsarfati/Behold Israel ：http://beholdisrael.org/ 

訳 by 木下言波  DivineUS：https://www.youtube.com/user/TheDivineUs 
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